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はじめに
ここに記した文は，社会学部の授業「芸術と社会」および「芸術文化論」で取り
上げてきたトピックを中心にまとめたものである。したがって講義ノートに手直し
したものである。講義では視聴覚教材を使って行っている。
文化と政治との関わりを論ずる場合には，様々な観点からのアプローチが可能で
ある。例えば，文化政策の如何によって，その地域ないし国家の文化の在り方が異
なることは周知の事実である。この事は社会主義国に限らず，他国と日本を比較し
ただけでも明らかである。日本国内でも，例えば，日本の俗に箱モノ行政と言われ
る文化事業のための施設造りを先行させて，それを維持するためのソフトを蔑ろに
する行政は随所に見られる。東京都庁の建物からしてその良い例である。東京の文
化施設，例えば芸術劇場関係を例にとっても，大きなコンサート・ホールが２つ
あるうえに，各区が独自のホールや劇場を競って建立した。区役所を筆頭に最も威
厳を放っているのがそうした公共の建造物である。文化に力を入れているという証
として，立派な建物を立てることは，形として残るために目立ち，衆人の認めると
ころとなり，判りやすい。
しかしソフト面に力点を置いた場合には見えにくいために，その方面への予算は
なかなか割り当てられない。その事は，１９８０年までの文化支援に関しても言えた。
つまり，経済的なバブルを迎える前の文化支援は，主にというかほとんど美術のよ
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うな恒久的なものに対してであった。演劇や演奏会，またオペラといった一回限り
の表現形態の上演に関しては，あまり積極的には援助の手が差し延べられていな
かった。まれにオーディオ関係の企業が音楽関係の演奏会のスポンサーになること
はあった。その上特に実験的，前衛的な活動は敬遠された。つまりエスタブリッシ
されていないものへの援助は鶴曙するという極めて保守的な行動様式が支配的で
あった。それが８０年代に入り，経済的ゆとりがでてきてから，事態が変わった。
音楽や実験的パフォーマンスにも支援が行われるようになったのである｡'）
それと関連して，そうしたパフォーマンスの上演と入場料に関する問題も文化政
策と関連してくる。入場料の値段はいくらか。どの様な人が行ける値段か，といっ
たことは重要な課題なのである。
さらに金大中が大統領になる前の韓国で，日本のポピュラー・カルチャーの公演
に対する規制は，政治的検閲として広く知られているが，金大中が大統領になって
からかなり規制が緩和されたと報道されている。こうした検閲が趣味の世界をどの
様に形成させているか，いわゆるtastepublic，つまり趣味の世界を巡って形成さ
れるオーディエンスの構造を研究することは，主要な社会学のテーマである。
こうした問題の中から，特に私が今回焦点を合わせたのは，現時点で目撃した社
会的大変革と芸術との関わりが，今からおよそ１００年から２００年前のヨーロッパ
の歴史にその原点を見つけることが出来ると思った出来事についてである。
１９８９年は２０世紀最後の革命の年と言ってもよい大きな変革のあった年であっ
た。１８世紀のフランス革命の２００年記念の年でもあり，まず６月４日には中国の
首都北京で天安門事件が起こり，社会主義国での民主化運動が表面化した途端，ヨ
ーロッパにおけるソ連型社会主義国の崩壊を導いた年として，記録すべき出来事が
起こった。
さらに１９９９年はこの１９８９年のベルリンの壁崩壊およびヨーロッパに於ける社
会主義の崩壊１０周年記念の歳として多くの記念行事が行われた。この講義ノート
の執筆中にもテレビでドキュメンタリーが放映されている。
ソ連型社会主義の崩壊の契かけを作ったのは，ベルリンの壁の崩壊と言われてい
るが，そのベルリンの壁の崩壊を導いたのは，一体何だったのか。政治的には複雑
な問題を含んでいるが，ここでは直接間接に旧東ドイツ（ドイツ民主共和国）が|日
西ドイツ（ドイツ連邦共和国）に吸収合併される形で，ドイツが再統合されるに
到った出来事を追ってみようと思う。
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それは先ずハンガリーでの出来事に始まる。それは「汎ヨーロッパ・ピクニック
計画」である。日本ではあまり知られていないが，ハンガリーでは知らぬ人の方が
珍しい出来事であった。また，日本政府はハンガリーでの出来事を真剣には受けと
めるだけの理解力および判断力と世界`情勢に対する分析力を持ち合わせていなかっ
たのではなかろうか。どれだけ外務省あるいは政治家が事件の成り行きを察知した
か，また日本のマスコミが資材し報道する力をもっていたか，疑問に思える。
1．「汎ヨーロッパ・ピクニック計画」とは何だったのか。
概略すれば，ハンガリーの時の政府が，当時のソ連共産党書記長ミハエル・ゴル
ヴァチョフの協力（黙認も消極的な協力と言えるという意味で）を得て，ある民間
人の計画にのってハンガリーに旅行中の東ドイツ人を西側，つまりオーストリアへ
送り出したことに始まる。結果的には，東ドイツ人をハンガリー経由で，西ドイツ
のパスポートで西側に出国させることになった。これにはハンガリー政府，西ドイ
ツ政府が関与しており，非公式にソ連のゴルヴァチョフ書記長も承知していた。こ
のような表現では正確ではないので，もう少し詳しく事の次第を説明しておきたい。
「汎ヨーロッパ・ピクニック計画」とはもともとオーストリア在住のハプスブル
ク家の継承者で当主のオットー。（フォン・）ハプスブルクとハンガリーの民主化
運動を進めている民主フォーラムの幹部フィリップ・マリアが，ヨーロッパ統一に
ついて話し合うための大集会を開くというものであった。結果的にはハンガリーに
おける東ドイツ人を対象にした西側への逃亡援助になった。さらにハンガリー政府
が，この計画がどの様に発展するか，その可能性を予測したうえで，あえてこの計
画にのったのである。当時のハンガリー首相ネーメトは，「鉄のカーテンを取り壊
すためのトリック」だったとも言っている。
事の次第をかいつまんで述べると，１９８８年１１月２４日ハンガリーに新政権が発
足すると，アメリカの大学に留学経験をもつ首相ネーメト・ミクロシュはニエル
ジェ・レジエとポジュガイ・イムレ（彼が大きな役割を担う）を伴い閣議を開き，
｢共産党一党独裁を放棄し，モスクワからの独立」を提案し，賛同をうる。１９５６
年ハンガリーはモスクワに対し反旗を翻したが，力づくで鎮圧された。その後当時
の大統領カダンが徐々に改革を推進してきた。１９８８年にはハンガリー人の国外旅
行が自由化され，１９８９年２月１２日ネーメト首相はハンガリーとオーストリア国
境に張られた鉄条網と警報装置を撤退することを告白，その実行曰を５月２日と
決めた。その時ポジュガイはこの結果はハンガリー一国の問題ではないことを予感
３ 
していた。
モスクワを訪れたネーメトは書記長ゴルバチョフにこの事を伝えたが，ゴルバ
チョフは反論せず，むしろ賛成し，やりたいことは統べてやり，思い切ってやるよ
うにと，それ以外には何も言わなかった。鉄条網の撤退は暗黙の了解があったとネ
ーメトは判断した。
ゴルバチョフの側近だったヤプナザールの「メモ」によると，１９８４年ゴルバ
チョフは既に，東ヨーロッパはこのままでは破局を迎えると予言しており，彼はそ
の結末として，民衆側からの革命を恐れ，政府による改革を主張していた。ブレジ
ネフ・ドクトリンは終わった，自決の時がきた，と。１９８８年１０月６日のワルシ
ャワ条約同盟国会議でハンガリーとポーランドのみがこの事態を理解し，東ドイツ
とルーマニアは全く理解していなかった。
1989年５月２日ハンガリーの国境警備隊はハンガリー・オーストリア国境の鉄
条網の撤去を行った。この様子を西ドイツＴＶが放映し，東ドイツ人もこのテレ
ビを見ていた（日本でもこの映像とニュースは放映された)。それからハンガリー
への旅行許可を得るために警察へ行った東ドイツ人がいた。鉄条網が撤去された所
から５０kｍの所にはバラトン湖があり，観光客の集まるところであった。ここに
も多くの東ドイツ人が休暇を楽しんでいた。
ところで，かってのハプスブルク家の当主で現在でもヨーロッパ議会に議席をも
ち，ヨーロッパ再統一運動に熱心なオットー．（フォン・）ハプスブルクは，ハン
ガリーに注目していた。オットー・ハプスブルクはハンガリーの民主フォーラムの
幹事フィリップ・マリアと共同で，ヨーロッパ統一に付いて話し合う大集会を計画
していた。場所は国境に近いハンガリー領土がオーストリアに張り出した町で，東
西のスパイが活躍した鉄のカーテンが最も薄い町ショプロンが選ばれた。そこには
国境に閉ざされた門があった。マリアはそれをポジュガイに話した。
これが「汎ヨーロッパ・ピクニック計画」である。ポジュガイはこれは絶好の機
会と判断し，ショプロンの門を一時的に開く事を考え，ピクニックに行けば西側に
出られると思わせた。その日は８月１９日と決定し，一定時間門を開き，国境警備
兵には武器の携帯を禁止した。ハンガリー政府は全てを把握し，午後３時集会が
開かれるビラが張られた。東ドイツ人の集まるキャンプ場に張られ，しかもドイツ
語で書かれていた。そのポスターは鉄条網に赤いバラの花が書かれていた｡2）どれ
だけの東ドイツ人がオットー・ハプスブルクの名前を知っていたかどうかは判らな
いが，それは問題ではなかった。
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アメリカのブッシュ大統領はハンガリーの国境の鉄条網が撤去された時，「世界
は刻々と変化している。次はベルリンだ」と演説している。急いてはならない。
ゆっくりと慎重に事を進める準備をしていた。ブッシュ大統領はハンガリーへの支
持を約束した。
８月１２日東ベルリンではエゴン・クレンツが，ハンガリーに逃亡する東ドイツ
市民が激増していることをホーネッカー大統領に進言したが，ホーネッカーは建国
４０周年記念の式典の事で頭が一杯で，クレンツの報告を無視し，逆にクレンツに
休暇を取るように忠告し，８月１６日休暇を取らされた。ホーネッカーは同じ頃持
病が悪化し，病院に入院してしまった。
８月１９日のピクニック当日，ハンガリーに滞在中の東ドイツ人はショプロンヘ
と急いだ。オットー・ハプスブルクは自分が行ったのでは目立つと思い，代理とし
て娘のバールヴルガーを派遣し，メッセージを代読させた。国境警備兵はハンガリ
ー政府から一切邪魔をするなと言われていた。東ドイツ人たちは脱出を始めた。ア
マチュア・カメラマンのカルパティ・ギョルギはたまたま現地で，子供を抱えた婦
人が転んで子供を落とした所にいあわせ，警備隊員が子供を起こし，母親に渡した
所をヴィデオに撮っていた。この時1,000人の東ドイツ人が脱出した。フィリッ
プ・マリアが駆けつけた時には，ピクニックは脱出劇に変わっていた。
このようにポジュガイ・イムレは，巧みな方法でオットー・ハプスブルクを助け
たのである。モスクワも反対しなかった。ハンガリーと東ドイツ人に決断するよう
に仕向けたのである。
ピクニック成功のニュースはハンガリー政府にとっては圧力となった。ネーメト
は次ぎなる決断を迫られた。
＊東ドイツ人をハンガリー政府の名の許に合法的に脱出させる。
＊東ドイツとの国交をどうするか。
＊二流国家としての非難より，独立を選ぶか。それは
＊束ヨーロッパの連帯から脱し，西側陣営に移ることを意味した。
ブタペストでは，ズグリゲット教会に東ドイツ人たちの民間キャンプが設営され
ていた。実はこれもトリックの舞台であった。西ドイツ政府が教会に要請し，コズ
マ・イムレ司祭が教会の裏庭に面した自室を，西ドイツ領事館員に貸し，西ドイツ
のパスポートを発給していたのである。ハンガリー政府は見てみぬ振りをし，西ド
イツ政府もハンガリー政府に対して，東ドイツとの関係を悪化させまいとする，苦
肉の策であった。
５ 
ネーメト首相とホルン外相は特別機で密かにボン近郊のアメリカ軍基地に降り立
ち，古城ギムニヒ（元迎賓館）でヘルムート・コール首相とハンス・ディートリヒ・
ゲイシャー外相と会談し，ハンガリー政府の決意を伝えた。西ドイツ政府は初めは
真偽のほどを疑ったが，ハンガリー政府を支援することを約束した。
８月３１日ホルン・ジュラ外相（この文章を書き始めた９７年当時は首相であっ
た－９８年の選挙で負け首相の地位を退いた）は東ドイツ外相フィッシャーと会
談し，東ドイツ国民の西側への出国を最後通告し，東ドイツは国民の声に耳を傾け
るべきだといった。しかしフィッシャー外相は怒り，耳をかさなった。
時のホルン外相は国営テレビを通して，深夜0時東ドイツ市民は誰にも妨げら
れずに，オーストリアであろうとユーゴースラヴィアであろうと何処からでも，国
境を越えることが許される，と宣言した。（９９年の回想で，ネーメト元首相は後の
首相で当時の外相ホルンは，鉄条網の撤去からその後の彼らの決定に対して反対し
ていたという）この事はソ連には伝えなかった。彼らの立場を考慮し，彼らが判断
を下さなくても良いようにとの配慮からであった。９月１１日午前０時国境は開放
された。
ハンガリーから東ドイツ人の多くが西側に出国したことがメディアを通して報道
されると，チェコスロヴァキアの首都プラーハでも，旅行中の東ドイツ人達は西側
に接しているチェコからの出国を望み，プラハの西ドイツ大使館に押し寄せた。ハ
ンガリーの西ドイツ大使館が当初亡命希望の東ドイツ人旅行者に対して冷淡だった
のにくらべて，プラハ駐在西ドイツ大使が大変物分かりの良い人物で，東ドイツ人
を館内に招き保護するほどの積極的態度を取った。またポーランドは既に政権の座
にあった政府が東ドイツ人の西側への亡命を阻止することはなかった。そうした状
況の中で，かつての同盟国であった東ドイツの周辺諸国が取った態度に，東ドイツ
政府は社会主義同盟国への旅行さえ，パスポートを必要とする様な処置に出たが，
すでに周囲の状況は東ドイツ政府の思惑とは異なった方向に向かっていたのである。
１１月４日には，東ドイツ政府も西側行きの列車を動かさざるをえなくなり，チェ
コからも東ドイツ人は西側に出国した。これが２つ目の壁の裂け目となった。
１０月７日東ドイツでは４０周年記念の集会が開かれた。そこでホーネッカーは
相変わらず，資本主義の失敗を説き，ベルリンの壁は今後１００年は持つであろう
と演説していた（実際には２８年間であった)。しかし来賓のゴルバチョフ書記長
は，世界が変化していることを理解すべきであると述べている。その時，ゴルバ
チョフはすでにホーネッカーとルーマニアのチャウシェスクを見放していた。
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ゴルバチョフが描いていたシナオリは３通りあり，１つは東西ドイツの共存，２
つ目は東が西に吸収される形で合併すること。３つ目は西ドイツがＮＡＴＯから，
東ドイツがワルシャワ条約の同盟から共に脱退し，中立ドイツの統合を計るもので
あった。２番目の形は最も避けるべきもので，３番目の形が最善の形態と考えられ
た。なんとしてもロシアに有利になることを願った。ロシアにとってドイツの統一
により社会主義の同盟国を失うことは大きな打撃であり，それは５年，１０年先の
事と信じていた。
ホーネッカーの側近達は，ソ連に見放されたとを悟り，ホーネッカーの追放，つ
まり解任を決めた。１０月２３日には東ドイツで市民による非合法の大集会とデモ
が各地で起こり，社会主義統一党の責任者として，エゴン・クレンツを議長として，
国外旅行の自由化を認めたが，当事者たちはその意味を充分に把握していなかった
ようである。
１１月９日，東ドイツ側から見れば手違いにより，全ての個人旅行に適用し，自
由化を認めたことになった。この時，この報道を知った西ドイツ政府は議会で国歌
を斉唱したのである。ハイドン作曲の弦楽四重奏曲〔皇帝〕からとった旋律にのせ
たものである。１１月１０日，東ドイツ政府の代表は疲れ果て，原稿をよく読まず，
準備不足のまま記者会見に望み，予定していなかった原稿まで読み，夜の１１時，
国境が開放された。これが壁の崩壊を決定付けた。
むろん東ドイツ内部での民主化を求める運動があったからこそ，壁が崩壊した事
に間違いない。東ドイツでは，ライプツィヒで２万人とも言われる大集会と行進
とが行われ，人々は口々に「街頭へ出よう」ａｕｓｄｉｅＳｔｒａｓｓｅ１とシュプレヒコー
ルを繰り返しながら，『インターナショナル」を歌っていた。その発端を作ったの
がハンガリーだったのである。そしてゴルバチョフと当時のソ連外相シュワルナゼ，
および西ドイツ首相コール（当時）と外相ゲイシャー（当時）による両国間の信頼
関係が問題をスムーズに解決させ，また偶然と幸運によって壁の崩壊は早められた
と言える。
（1999年８月１９日，ハンガリーのオーストリアとの国境の小さな町ショプロン
で，「汎ヨロッパ・ピクニック計画」１０周年を祝う会が大々的に行われたという）
かなり詳しくベルリンの壁の崩壊へ導く発端となった経緯を述べたが，ここでハ
ンガリーの果たした役割が，かってのハプスブルク帝国での問題を想起させるもが
あったからである。オーストリア・ハンガリー二重帝国が成立した１９世紀，多民
７ 
族・多言語国家ハプスブルク帝国は宗主国として，属領の民族のアイデンティティ
を求める連動に悩まされており，いち早く権利をかち取ったのがハンガリーだった
のである。そして主旨は異なるにせよ，ハプスブルク家の人物が，ヨーロッパ統合，
といっても東西の統合ではなく，汎欧州連合を夢見て行った行動が，２０世紀末の
革命の一つの引金になったからである。この事は，１５０年以上前に，ヨーロッパの，
そしてハプスブルク帝国の支配下にあって，民族のアイデンティティを求める運動
が起こったことを思い起こさせるものがあった。同じ１９８９年の１２月２５日東西
ベルリンを隔てていた壁が崩壊した後のクリスマスに，ベートーヴェンの『第９
シンフォニー」が演奏された。それがただの『第９」ではなかったのである。
2．ベルリンの壁の崩壊と『自由の第９交響曲』
１９９８年１２月２５日|日東ベルリンのウンター・リンデン通りの復興間もないシヤ
ウシュピール・ハウスで東西ベルリンを隔てていた壁の崩壊を祝って，ベトーヴェ
ン作曲の『交響曲第９番二短調作品１２５合唱く歓喜によす〉」の歌詞を，〈自由〉
に変えて，〈自由への讃歌〉として演奏した。仕掛け人はバイエルン放送交響楽団
の芸術顧問ユスティス・フランクである。この演奏会は日本でも衛星放送で実況中
継された。
彼はこの演奏の録画がレーザー・ディスクとして発行されたときの序文にかえて，
次のように述べている。
1989年の東西ベルリンは神々の発する歓喜の美しい火花で－．杯に１１１Mいた。思っても見な
かった自由をついに独得し，その喜びに目を輝かせ‘狂喜する人たちの姿はまさに感動的
だった。その光景はヨーロッパに，いや全世界に強烈な印象を与えた。ベルリンの壁が崩
壊したこの喜ぶべき出来事はまさに祝うに値する。私たちはこの喜びを隣人たちと，すな
わちソ連，アメリカ，イギリス，フランスの音楽家，またベルリン，ドレスデン，ミュン
ヘンの音楽家ともども分かち合い，祝いたいと思ったのである。そしてこれら全ての音楽
家をベルリンに招き，その演奏によって世界が－つになり，神々の美しい火花が絶えるこ
とのないよう，喜びの祝典を催すことにしたのである。－ベートーヴェンのこの第９
交響曲がそのよすがになることを願ってやまない｡3）
このベルリン祝賀コンサートはレナード・バーンスタインの指揮のもとで，
仏ソ連と，かつてドイツと戦った連合国の音楽家たちも国を越えて参加した。
イツからはこの企画の中心となったバイエルン放送交響楽団と合唱団，東ドイ
８ 
英米
西ド
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らはドレスデン・フィルハーモニーの児童合唱団。また連合国側からはアメリカの
ニューヨーク・フィルハーモニー，イギリスのロンドン交響楽団，フランスのパリ
管弦楽団，ソ連のレニングラード・キーロフ劇場管弦楽団，といったぐあいに，各
国を代表するオーケストラのメンバーが参加し，さらに４人の独唱者も，ソプラ
ノがアメリカのジューン・アンダーソン，アルトがイギリスのサラ・ウォーカー，
テノールが東ドイツのクラウス・ケーニヒ，パスが西ドイツのヤンーヘンドリック・
ロータリングであった。合唱団の中には日本人も含まれていた。指揮を引き受けた
バーンスタインも頼まれて断る理由はなかったと述べている。
ここでは演奏の結果に付いては述べないが，第４楽章で歌われるシラーのオー
デ（頌詩）〈歓喜によす〉の歌詞「歓喜Freude」の一部を「自由Freiheit」に変
えて歌ったのである。テキストそのものに使われるFreudeは名詞形で２回，形容
詞で２回，計４回に過ぎないが，音楽に合わせてソロが歌い，合唱がそれに唱和
して繰り返すことから，４度ならず数回「自由」として歌うことになる。「合唱」
の最初の出だしはパス（バリトン）によって次のように歌われる。
OFreundenichtdieseT6ne1ああ友よ，そんな調べではだめなのだ！
SondernlaBtunsangenehmereanstimme、声を合わせてもっと楽しく
歌おうではないか，
undfreudenwollerere1もっと喜びに溢れる調べで！
この後
喜び，それは神から発する美しい火花，
￣ 
楽園の遣わす美しい娘，
Freudasch6nerG6tterfunken， 
ＴｏｃｈｔｅｒａｕｓＥｌｙｓｉｕｍ， 
と続く。この初めのFreude,をFreiheitとバスが歌う。つまり，
自由，それは神から発する美しい火花，Freiheit，sch6nerG6tterfunken， 
となる。
さらに三節後に
９ 
全てのものは自然の胸に懐かれ，
その乳房から喜びを一杯に飲んでいる
操正しい人も邪なものもみなすべて
薔薇の香りに誘われて自然の懐へ入って行く。
FreudetrinkenalleWesen 
ＡｎｄｅｎＢｒＵｓｔｅｎｄｅｒＮａｔｕｒ； 
ＡｌｌGuten，alleB6sen 
FolgenihrerRosenspur． 
とあり，冒頭のフロイデ（喜び）をフライハイト（自由）に変えて歌った。つまり
すべてのものは自然の胸にいだかれ，
その乳房から自由を－杯に飲んでいる
FreiheittrinkenalleWesen 
AndenBriistenderNatur； 
となる。
以上下線の部分が変更されて歌われた箇所である。
ベートーヴェンの『第９シンフォニー」は祝祭典時に，よく演奏される作品で
ある。それはひとえに，４楽章の合唱の言葉〈歓喜〉に起因している。それがオリ
ンピックの優勝を祝うときにも歌われ，劇場の柿落の時にも演奏されるのである。
指揮者のパーンスタインは歌詞を変更して演奏することは，音楽学的見地からは
変則（場合によっては冒洗violentという表現を使っていた）であるが，と言いな
がら，敢えて変更したことに付いて，ベートーヴェンの主張したかったことに言及
している。筆者は，歌詞を変更することが，音楽学的に冒涜だとは思わない。こう
したことは何時の時代にも，またどこの国でもよく行われて来たことだからである。
２０世紀のしかも限られた所謂クラシック音楽の伝統的な音楽学の観点から見れば，
｢冒涜」なのかも知れない。そこでベートーヴェンにとって，この「第９交響曲』
の合唱で，何が言いたかったのかを，考えてみようと思う。
3．ベートーヴェンと自由
少なくともベートーヴェンはハプスブルク帝国治世にあって，フランス革命に共
鳴し，共和派であったことは周知の事実である。だからこそナポレオンに共感した
のであり，作品を献呈しようとまで思った。しかしナポレオンが皇帝になったため
に献呈をやめ，タイトルを「英雄』に改めた経緯がある。フランス革命の１７８９年
の後，彼はパリへ見学に行っていると言われている。そして，革命当時のフランス
で活躍したフランスの作曲家ゴセックの合唱曲を引用しているのである。
ベートーヴェンはオペラを－つだけ書いている。その『フィデリオ』は状況設定
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をスペインに置いていおり，政敵により囚われた政治犯を開放する話である。ベー
トーヴェンの生きた時代のオーストリアはハプスブルク帝国下で，ハプスブルク家
の皇女マリー・アントワネットを政略結婚により嫁がせたフランスで，革命の犠牲
になったことから，フランス革命の思想が入ることを極力恐れ，検閲の厳しい体制
を敷いたことでも知られている。オペラは検閲の対象であった。音としての音楽は
検閲の対象にならない訳ではなかったが（２０世紀の社会主義国では音の形式も検
閲の対象になったし，驚いたことに文化革命時代の中国ではベートーヴェンがブル
ジョア音楽として糾弾されたのである。作品を貴族に献呈してるのがその理由で
あった)，歌詞の有るものが対象になった。その事は，ベートーヴェンの会話帖か
ら読み取ることが出来る。「検閲官も音楽家に対しては何も出来ないようです。け
れども貴方が自分の音楽で何を考えているかが判ったらどう思うでしょうか。恐ら
く安心してはいられないでしょうね｡｣4)という意味のことが，当時のオーストリア
を代表する劇作家であり詩人のフランツ・グリルパルツァの言葉として残っている。
これに対してベートーヴェンが何と答えたかは不明である。
ヨーロッパではフランス革命を契機に男声合唱が流行っていた。『フィデリオ』
には「囚人の合唱」として知られる男声合唱が重要な役割を与えられている。それ
までのバロック形式のオペラでは，合唱の役割がまだ確立しておらず，例えば農民
とか群衆とか市民といった形で，合唱音楽が組み込まれることは少なく，あっても
その規模は小さい。それが『フィデリオ』では男性だけの，しかも囚人の合唱なの
である。ヨーロッパでは，一時期，男性の集会は革命への謀議の場となる危険性が
あるとして，不特定多数の男性が集まる男声合唱が禁止されたこともあった。この
『フィデリオ」の「囚人の合唱」の歌詞をみると，解放，つまり自由という表現が
度々現れる。
英語およびドイツ語のＦｒｅｅあるいはFreedom，Ｆ正iheitは「～からの解放
(自由)」という，主体の外に拘束するものがあり，それからの解放を意味する二元
論に基づく自由なのである。テキストにはfreier↑frei，Freiheit，freier，sich
befreinの語彙が計１０回使われている。その他に，単語としては異なるが，Rette，
あるいはRettungRetter,rettenを使っており，これは「救済」あるいは「救世
主｣，「救済する」の意味であるが，全体のコンテクストから判断して，「解放する」
したがって「自由」と解釈しても間違いではない。その他にもこうした意味は別の
単語で言い表されている。この様に考えれば，『フィデリオ」のキー・ワードは
｢自由」である，と言える。むろん，自由の他に，Liebe（愛）やＦ”ude（喜び）
１１ 
もよく使われている。またこれは「夫婦の愛」をテーマにしたものだとも言われる
が，確かに表向きは政治犯で捕らわれの身の夫を探し，幽閉されているであろう夫
を救出しようと男装して牢獄での仕事につくレオノーレの愛を歌ったオペラといっ
てもおかしくないが，レオノーレが囚人達を明るく太陽の光のさす庭に出して，一
時的にせよ新鮮な空気を吸わせてあげようとする箇所がある。むろん，その囚人の
中に夫がいるかも知れないので，それを確認するための方策でもあるが，第二幕初
めの地下牢で，まだ誰とも知れない鎖に繋がれた囚人に対して，牢番ロッコとレオ
ノーレの二重唱の場面で，レオノーレによる次のような表現がみられる。
貴方が誰であろうとも，神に誓って
貴方をお救い致します。貴方を犠牲には
致しません。哀れな方よ，貴方の鎖を外し
自由にして上げましょう。
Ｗｅｒｄｕａｕｃｈｓｅｉｓｔ，ichwilldichretten， 
BeiGott1DusollstkeinOpferseiｎ１ 
ＧｅｗｅｉＢ，ichl6sedeineKetten， 
Ichwill，ｄｕＡｒｍｅｒ，dichbefrein． 
一見して判るように，夫だから救うのであり，何処の何方様か判らなければ，関知
しません，等というのではなく，巡り合えた人が苦しんでいれば，たとえその人が
赤の他人で知らない人物であっても力添えします，という意味である。これは人類
愛の精神に通ずるものであり，単なる夫婦愛ではなく，同胞愛を歌ったものと言え
る。こうした表現は随所にみられる。
これは他の作品，なかんずく『交響曲第９番〈合唱>」には，明確に歌われてい
る。『フィデリオ』は1804～５に作られており，何度も改定しながら１８１４年に最
終番を出している。『交響曲第９番』はその後の1822～２４年に完成されたが，最
後の合唱では，シラーの頌詩を採用している。これは１８世紀末に書かれたもので，
ベートーヴェンはおよそ３０年後に音楽を付けたことになる。
この言葉を見れば判るように，これは明らかに同胞愛を歌ったものである。
Freude(Freiheit)，sch6nerG6tterfunken，喜び（自由)，それは神から発する
ＴｏｃｈｔｅｒａｕｓＥＩｙｓｉｕｍ， 美しい火花，楽園の遣わす美しい娘
Wirbetretenfeuertrunke、 私達は熱い感動の思いに突き動かされて，
Himmlische,deinHeiligtum1気高い喜びよ，お前の国に歩み入る１
DeineZauberbindenwieder，＿ お前は世の仕来りが冷たく引き裂いたものを
WasdieModestrenggeteilt； 不思議な力で再び溶け合わせる。
AIleMenschenwerdenBriider， お前の優しい翼に懐かれると
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WodeinsanfterFlUgelweilt．すべてのものは同胞となる。
５行目からの言葉が示すように，引き裂かれたものが，不思議な力によって，再び
同胞となる，と歌われている。これこそ東西ドイツが統一された時に歌うのに適し
た歌詞ではないか。まさにこの時のために作られたかのような表現である。
最後の節では
互いに懐き合うのだ，諸人よ。
全世界の人達と接吻を交わし合うのだ！
同胞よ！満天の星々の彼方には
父なる神は必ずやおわしますのだ｡5）
Seidumschlungen1Millionen， 
DiesenKuBderganzenWelt1 
Briider1UbermSternenzelt 
MuBeinlieberVaterwohnen． 
と始まる。全世界の幾百万の民がお互いに抱き合い，接吻しあえれば，争いもなく，
皆仲良くなれ，同胞（兄弟）となれるはずだ，と歌っている。これを見守るのは天
にまします全能の神である。同胞に相当する単語はBriiderである。これは言葉と
しては全体で二度しか使われていないが，旋律のうえでは繰り返し歌われる。ここ
でのキーワードは疑いもなく「同胞」「兄弟」である。
この合唱曲が作られたころ，実はまだドイツという国民国家は存在していなかっ
た。ドイツ帝国が成立するには１８７１年まで待たねばならなかった。１８７０年の普
仏戦争で勝利を治めてからである。フランス革命から，ナポレオン・ポナパルトが
ヨーロッパを支配下におき始めてから，ドイツでは，ドイツ統一運動が芽生え始め
た。フランスに敗北したのは，ドイツ語圏が小国家に別れていたためで，中央集権
国家のフランスの力に負けてしまった。この敗北から立ち直るにはより大きな国家
へとまとまる以外にない。すなわち統一である。こうした雰囲気のなかでこの曲は
大きな意味を持ちえた。そしてそれが生存中から英雄視されていたベートーヴニン
の作品であれば，なおさらである。これがドイツ人よ団結せよ，あるいは労働者よ
団結せよ，人類皆兄弟，という歌であれば，今日までこれほどに歌いつがれてきた
であろうか。特に日本の年末でのように。
例えば，１８７０年代に作られたと思われる『インターナショナル』は国際的労働
運動に呼応して，全世界の労働者の間で歌われてきた。日本でも１９６０年代までは
労働組合運動を通して歌われ，歌うこともまた聞くチャンスもあったが，最近はほ
とんど聞くことさえなくなった。授業で学生に聞かせても，「聞いたことがある」
1３ 
と言う学生は，今日皆無である。１９８９年６月４日の天安門事件のとき，中国の学
生たちが歌っていたのをテレビを通して聞いた。その後中国からの留学生が，この
歌を知っていた程度であった。この事からも判るように，社会情勢の変化により，
余りにも時代や社会に即応しすぎた内容のものは，社会の変化とともに忘れ去られ
る可能性が大きい。この事はフランス革命期のオペラや合唱曲に付いても言える。
(実は1989年のドイツ民主共和国創立４０周年記念の大会で，前述したように，外
では東ドイツの市民がライプツィヒで街頭デモを行い，口々に「街頭に出よ」aus
dieStraBe1と，シュプレヒコールを叫び，また『インターナショナル』を歌っ
ていた。会場でもホーネッカーを初め，賓客のゴルバチョフ等もまた同じ『インタ
ーナショナル』を歌っていたのである｡）
以上ベートーヴェンの二つの作品から，彼にとって「自由」と「同胞」がキーワ
ードであることが判った。『第９交響曲』が，東西ベルリンを隔てていた（引き裂
いていた）壁が崩壊したことを祝うには相応しい楽曲だったのである。そして彼の
唯一のオペラ『フィデリオ』は『第９交響曲』の前奏曲といってもよい。したがっ
て，「喜び」を「自由」に置き換えて歌うことは，決してベートーヴェンを冒涜す
るものではなく，むしろ意に叶っていたといっても過言ではなく，極言すれば，も
しベートーヴェンが生きていたら，「歓喜Freude」を「自由Freiheit」に変えて
歌うことを拒否しなかったに違いない，と思うからである。しかしこれはベートー
ヴニンだけの問題ではなく，シラーの問題でもあるかもしれない。
4．「1990年プラハの春」が意味したもの
1989年の革命はハンガリー，ドイツだけではなく，その他の東ヨーロッパ全体
に及んだ。チェコスロヴァキアでは，いわゆる「ビロード革命」が起り，劇作家で
反体制派の詩人として投獄された経験のあるヴァーツラフ・ハベルが大統領になっ
た。
チェコスロヴァキアは１９６８年８月に自由化を求める運動を起こし，ソ連と同盟
国に武力で鎮圧された経験をもつ。その３０年後の革命は成功した。「ビロード」
とはビロードのように滑らかに事が進んだことを表現している。つまり無血革命で
あった。
翌年の１９９０年の音楽の祭典［プラハの春］はチェコ国立放送局とＮＨＫとの共
同制作により特別番組として同時中継された。
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第1回目の音楽祭は第２次世界大戦後の1946年に開催された。ボヘミア（チニ
コ）の生んだ音楽家スメタナを記念し，彼の命日に当たる５月１２日に開幕し，そ
のオープニング・コンサートには，チェコ国立管弦楽団がスメタナの連作交響詩
『わが祖国』を演奏し，６月２日の最終日にはく－トーンヴェンの『交響曲第９番
〈合唱>」が演奏されるのが恒例である。
この国際音楽祭を［プラハの春］といういう名称で呼んでいる。１９６８年８月の
束の間ではあったが民主化運動を［プラハの春］とも言った。１９６８年の民主化運
動は８月２０日ソ連軍の戦車に踏みにじられ，犠牲者をだし，その後知識人に対す
る弾圧が一層激しくなっていた。そしてビロード革命が成功した後の最初の１９９０
年の［プラハの春］はまた特別の意味を持ったのである。
それは1948年に祖国チェコを捨てイギリスに亡命した音楽家のラファエル・ク
ーベリックが４２年振りに祖国に帰り，第１回の［プラハの春］国際音楽祭の指揮
をして以来４４年振りにチニコ国立管弦楽団を指揮したことである。すでに音楽の
指揮者としての公式の仕事から引退を表明していたクーベリックを祖国に帰らせた
のは，ハベル大統領と，クーベリック亡命後チェコ・フィルの指揮者として指導に
当たってきたバーツラフ・ノイマンの力が大きかったという。クーベリックは４８
年共産党が一党独裁の政権を樹立したあと亡命したのだが，もう一人第２次世界
大戦中ナチスのチェコヘの侵攻後故国を脱出しアメリカへ亡命していたモラビア出
身のピアニスト，フィルクスニーも９０年の［プラハの春］に出演のため故国に帰
り，また第２回［プラハの春］音楽祭で指揮して以来，訪れる事のなかったアメ
リカの指揮者レナート・バーンスタインが６月２日の最終日に，ベルリンで演奏
した時と同じく『自由の第９』を演奏したのである。
ラファエル・クーベリックは初日にスメタナ・ホールでスメタナの連作交響詩
｢わが祖国』を指揮した。なぜスメタナなのか。それについて考えてみたい。
スメタナの『わが祖国』はチェコ人にとっては「第２の国歌』とまで言われて
いる作品である。この作品が「第２の国歌」とまで言われるに到った経緯を考え
る必要がある。それにはこの作品が書かれた１９世紀にまで遡る。そして音楽家ス
メタナが果たした役割を知る必要がある。するとどうしてもハプスブルク帝国，あ
るいはオーストリー・ハンガリー二重帝国に到った過程から当時の多民族国家ハプ
スブルク帝国の属領で起こった民族意識の高まりと，したがって民族のアイデン
ティティを求める運動の台頭と，その社会情勢が芸術家に与えた影響，換言すれば，
当時の芸術活動および運動と政治について考察することになるのである。
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（[l990プラハの春］に関与し，ここで言及した主要人物は，ハベル大統領を除
き，今はこの世の人ではない｡）
４．－１．スメタナと『わが祖国』そして１９世紀のボヘミア
４－１－１．ベジフトフ・スメタナという音楽家
スメタナ（1824-1884）はチェコ近代音楽の父と言われるが，ここで彼の人と
成りを詳しく紹介するつもりはない。ここで取り上げるスメタナとその活動が，民
族の代表として，そして彼の音楽が民族の象徴的存在になっている現実を歴史的に
理解してみようと思う。何故彼の音楽がチェコ人にとって，これほどまでに愛され
るのか。民族を代表する音楽と見なされるのだろうか。それは彼自身の生き方に
あったのであろうか。それとも彼の音楽にその要素が有るのであろうか。もしそう
だとすれば，それは何故なのか。どこにそれがどの様に現れているのであろうか。
スメタナは，1839年入学したギムナジウムで，チェコ民族復興に対する情熱を
鼓吹され，また革命派の風刺詩人カレル・ハヴリーチェクとの交友もあって，思想
的な根幹が養われたと言われる｡6)当時のチェコはハプスブルク家の支配下にあり，
その政治的抑圧および宗教的迫害に反発する気風と，それ故に民族のアイデンティ
ティを求める機運が高まっていた。そのような時代に，スメタナは1848年フラン
スの２月革命の影響を受けたプラハで，政治的に目覚め政治運動に参加していく。
国民義勇軍の一員として運動に参加した。この間４８年には『自由の歌』を作曲し
ており，その他今日では問題にされていないが，『プラハ学生部隊行進曲」『国民軍
行進曲』，そして最初の大規模な管弦楽曲『祝典序曲』を書いている。この運動は
失敗に終わり，革命後の５６年スメタナはスウェーデンに赴き，６１年まで当地で
音楽活動を余儀無くされる。
1859年のイタリアのリソルジメント（イタリア統一運動）でオーストリアが敗
北を帰し，各民族が刺激を受け，民族のアイデンティティを求める機運が高まり，
ヴィーン政府が非ドイツ系民族に対する在来の抑圧政策を緩和し，文化面において
も自由を認めざるを得なくなった。
前述したようにヨーロッパでは，フランス革命を契機に合唱音楽が盛んになり，
多くの作曲家が合唱音楽を書いている。特に男声合唱が盛んで，スメタナも男声合
唱のための『チェコの歌」を１８６０年に作曲している。
祖国チェコでも民族意識の高まりからアイデンティティを求める運動が盛り上
がっているのを知って，６１年スエーデンから帰国を決意し，国民音楽創造の運動
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に乗り出し，新しく結成された芸術家協会の音楽部門の議長，合唱協会「ひびき
(フラホル)」の指揮者に就任し，作曲家としても指揮者としてもまた批評家として
も活躍し，政治的にはチェコ国民党の機関誌に寄稿したりしている。
一般に民族意識の現れとして，音楽家，とくに作曲家の場合は，作品に民族或い
は民俗音楽を取り入れているかどうかとか’リズムに民謡や民俗舞曲が使われてい
る，と言った形で論じられることが多いが，ここで論じるのはもっとマクロな形で
論ずる積もりである。スメタナも初期にはチェコの民俗音楽の特徴である舞曲ポル
カの形式を取り入れた作品を書いていたが，６０年以降はフリアント，ソウセツカ
ー，スコチナーといった，種々のスラブ民俗舞曲を取り入れて，民族色の強い作品
を書くようになる。そして新しいチェコの音楽の担い手として活躍した。
ヨーロッパ人にとっての娯楽の最大の関心は，舞台芸術にあると思われる。それ
は識字率の低かった時代に演劇は，より広い民衆にも理解可能なパフォーマンスと
して人気があった。それ故に支配者側の権威当局にとっては検閲の対象になったの
である。しかも不特定多数が集まる場所を提供するため，統制の対象にもなった。
その点音楽は音を中心にするかぎり検閲，統制の対象には成りにくかった。しかし
言葉を伴う音楽表現であるオペラや合唱曲，そして歌曲は検閲の対象になった。こ
の点に関してはまた別の機会に論ずる積もりであるが，ヨーロッパ人はオペラが好
きである。演奏会場を建立するよりオペラ劇場の方を先に建設する。ドイツのライ
プツィヒ市は第２次世界大戦でオペラ劇場，演奏会場共に消失したが，まず市民
の要請でオペラ劇場の方が先に再建された。世界で最も古い市民のオーケストラ，
ゲバントハウス・オーケストラのフランチャイズは長いこと動物園のホールに仮住
いであった。再建されたのは１９８０年代になってからである。
むろん様々な理由があり，またそれぞれの地域により状況は異なるが，１９世紀
のチェコにおいては，先ず国民劇場の建設が望まれ，完成までそれを補うものとし
てチェコ仮劇場が1862年に設立された。彼は最初のオペラ『チェコのブランデル
ブルクの人々』を作曲したが，仮国民劇場の実権を握っていた保守派の人達の反対
に合い，初演を延期せざるをえなかった。それまでのチェコにおけるオペラのレパ
ートリーは，イタリア・オペラや西ヨーロッパ系のものが主流であり，自国の作品
はほとんど無視されていたのである。６６年第２作めの郷土色の強いオペラ『売ら
れた花嫁」が初演され，大成功を収め，仮劇場の指揮者にも迎えられ，民族的な気
風を強化し，チェコ国民音楽の基礎を築いた。７２年に作曲された４作目の「リプ
シェ』は反動的状況の下で上演されず，９年後の８１年に仮りではない本来の国民
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劇場が完成し，その開場に当たって初演された。このオペラはチェコ建国の女神を
主題にした祝祭劇で，このオペラのなかのファンファーレが１９９０年の［プラハの
春］の開幕で，ラファエル・クーベリックの指揮の下チェコ・フィルハーモニーに
よって大統領夫妻の登場場面で国歌の演奏の前に奏でられた。
スメタナはカフカと同じくドイツ語を話すチニコ人として育ったが，オペラ「売
られた花嫁』では，チェコの農村の話に基づき，チェコの民謡を取り入れるのでは
なく，民族舞曲のリズムを芸術音楽にまで高めて組み込み，チェコの国民オペラを
創りあげた。そしてプラハの国民劇場はチェコ語のオペラと演劇の本拠地となった。
７４年には音楽家としては最悪の状態に陥った｡聴覚を失い，さらに職も失い，
経済的苦境に陥った。しかしこの苦悩の中で７９年連作交響詩『わが祖国」を完成
させた。
４－１－２．連作交響詩『わが祖国」とは，どの様な作品で，なぜチェコ人にとっ
て「第２の国歌」とまで言われるのか。
この作品は若く音楽家としての出発を促してくれたフランツ・リストの影響をう
け，交響詩の形をとった６曲からなる作品である。交響詩とはフランツ・リスト
が１９世紀半ばに使い始めた表現であり，作曲家のイメージを管弦楽によって詩的
あるいは絵画的に表現しようとする一種の標題音楽である。交響曲がオーケストラ
のためのソナタ形式の作品であるのに対して，ソナタ形式を取らず，自由な発想法
による１つの楽章からなる作品といってよい。
『わが祖国」の構成は，１「ヴィシェフラト（高い城)｣，２「モルダウ（ヴルタヴ
ァ)｣，３「シャルカ｣，４「ボヘミアの森と草原より｣，５「ターポル｣，６「プラニー
ク」となっている。これらの作品は１つ１つ独立しているので，単独に演奏され
ることもある。なかでも２番目の「モルダウ」は最もよく知られている作品であ
る。１曲目の「ヴィシェフラト」はヴルダヴァ河の辺に建つプラハ南部の古城で，
曲の解説によれば,7)この古城にまつわる栄枯盛衰の歴史が描かれている。２曲目
の「モルダウ」はチェコ人にとって母なる河，ヴルダヴァ河のことである。国際的
にはモルダウの名で『わが祖国』のなかで特に愛好されている。ボヘミアの森や草
原を流れて，プラハを通ってエルベ河に合流する河を描いたものである。３曲目の
｢シャールカ」はチェコの伝説に登場する女戦士シャールカの物語を題材にしてい
る。４曲目の「ボヘミアの森と草原より」はボヘミアの田園とそこに暮らす農民た
ちを舞曲のリズムを取り入れて描いた曲である。５曲目の「ターポル」は１４１５年
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に火刑に処せられた宗教改革者ヤン・ブスの志を継いで，ドイツ出身の国王とカト
リック教会に反抗して立ち上がったブス教徒たちの戦いと勝利への確信を描いてい
る。ターポルはブス教徒たちの拠点となった南ボヘミアの町の名前である。ブス教
徒の賛美歌『汝らは神の戦士たれ』が全曲を通して使われており，自由と真実を求
めて殉じたブス教徒達の不屈の意志を高らかに歌い上げた，スメタナの愛国心を坊
佛とさせる作品である。最後の『ブラニーク』はチェコ国民の民族意識を覚醒し
たブス教徒の革命を扱った作品で，ブラニークはブス教徒が集まった山の名前であ
る。最後のフィナーレではヴィシェフラトの動機で締め括られる。
ここで登場するヤン・ブス（1369-1415）はボヘミアの宗教改革者であり，体
制を批判したが故に焚刑に処せられた殉教者であり，ボヘミアの英雄である。１５
世紀に建てられた旧市庁舎のある旧市街広場に，ヤン・ブスの銅像が立っている。
愛国者スメタナが祖国を思ったときに心に焼きついていたものが，ここに盛られ
ていると言えるであろう。それはチェコ人が「祖国」と言えば思い浮かぶものに違
いない。１曲目のタイトルになっているのヴィシェフラトは現在文化人墓地になっ
ているが，１９６８年の「プラハの春｣，そして８９年の［ビロード革命］の出発点に
なった場所でもある。学生たちはここに集まってからヴァーツラフ広場へ向かった
という。
４－２．アルフォンス・ミュシャと『スラブ叙事詩』
振り返って１９００年，このスメタナの『わが祖国』を聴き，ボヘミア人として祖
国を想い，アメリカ滞在を切上げ祖国に戻った１人の画家がいた。それはアル
フォンス・ミュシャである。彼はパリで舞台女優サラ・ベルナールのポスターを書
いて一躍有名になったアール・ヌーヴォーの画家として知られている。アルフォン
ス・ミュシャ（1860-1939）は1900年のパリ万国博覧会でポスニアーへルッェ
ゴヴィナ館の装飾を依頼された。彼ミュシャはニューヨークの富豪の援助をえて祖
国に帰国してからの活動は，『スラブ叙事詩」の作成に精力を注ぎ込んだ。
ミュシャのポスターに描かれた女性たちは，アール・ヌーヴォー独特の曲線と花
で囲まれたパステル調に彩られている。彼がアール・ヌーヴォーを特徴づけたと
いっても良いかもしれない。それ程華やかな雰囲気をかもし出しており，当時大変
な人気を博し，かなりコピーが出回ったようである。またレストランの内装をした
り，女性用のアクセサリーをデザインしたりしている。
そのミュシャが１９０４年に描いた『クオ・ヴァディス』以来作風を変えたのであ
1９ 
る。この作品はポーランドの作家シェンケビチの同名の小説に基づいており，クオ・
ヴァディスとは，聖ペトロの言葉で「主よ，何処に行きたもう」を意味している。
この言葉はミュシャ自身の生き方を暗示していたのかも知れない。そして１９０３年
生まれ故郷の思い『イヴァンチツェの思い出』を，また１９０８年には『ハーモニー』
を描いている。後者はスラブ文化と民族を思い，その作風は写実的であると共に象
徴的である。
１９１０年念願がかない，プラハに帰り，市民会館の装飾を任されることになった。
ヴィーン，ミュンヘン，パリ，ニューヨークと活躍の場を移していたミュシャも，
とうとうプラハに落ち着くことになった。市庁ホールの内装は正にスラブ民族主義
者らしい題材を選び，本来の装飾的技術を発揮したものである。
そして１８年かかって完成した２０枚の連作『スラブ叙事詩』は現在生地モラビ
ア地方のクルブロフ城に置かれている。そこにはもはや華麗な装飾性は失われ，幻
想的ではあるが写実的であり，神話的象徴I性がみられる。彼は題材をスラブ叙事詩
と社会問題に求め始めたのである。『ロシアにおける農奴制廃止』を初め，古典的
歴史画を描いている。そのために歴史書を読み，資材旅行し，多数の下絵を描いた
という。しかし不幸にも，１９１８年ミュシャの『スラブ叙事詩』が完成したときに
はハプスブルク帝国は崩壊しチェコスロバキア共和国しとて独立しており，ミュ
シャのメッセイジはすでに色槌せてしまい，時代とのズレを生じていた。しかし彼
はチェコ人であることを自覚していたのである。一般にはフランスの画家と思われ
るほど「ベルエポック」と結びつき過ぎているために，晩年のミュシャが忘れ去ら
れているのが実情である。
１９９０年［プラハの春］のスメタナの『わが祖国』の演奏風景と観客の反応をテ
レビの画面を通して見ているだけでも，その演奏の熱意と観客の感動とがひしひし
と伝わってくるほど，この演奏がチェコ人にとって意義深いものであったことが判
る。それはベルリンでのパーンスタインの指揮するベートーヴェンの『自由の第９」
にも言える。その感動は演奏に参加した人達の感動そのものとして伝わってくる，
稀にみる名演奏であった。それは素晴らしい演奏を鑑賞するという類のものではな
く，自分たちが成しえた変革への喜びの現れであったように思われる。同時中継を
見聞きしながら，感動を共有し，涙なしにはいられないものであった。当のチェコ
人にとっては計り知れないものであったに違いない。革命に参加し成就させたとい
うコミットのしかたと，日本人のように傍観者でしかなかったものとでは，その受
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けとめ方も感動も違って当然である。スメタナがこの作品を書いた’９世紀の状況
と，２０世紀末の状況とが重なりあったのである。
日本ではボヘミアあるいはチェコの作曲家としてはアントニーン・ドポルジャー
ク（1841-1904）の方が親しまれ，知られているかもしれない。ドポルジャーク
はよりインターナショナルだと言えるであろう。彼も１９世紀にダンス音楽が流
行ったとき，生活のために「スラブ舞曲」を書いている。これもただダンスが流
行ったからと言うだけではなく，民族運動の高まりから，民俗舞曲に対する関心が
高まったことも見逃せない事実である。この時期多くの作曲家が舞曲を書いている。
スメタナ以後のチェコの音楽家では，ドポルジャークよりもむしろレオシュ・ヤナ
ーチェク（1854-1928）の方がチェコの民族のアイデンティティにこだわった人
物と言えよう。
それでもやはり，スメタナは切手にもなっているように，チェコを代表し，民族
を象徴する芸術家なのである。（スメタナの切手は没後５０年を記念した1934,
1944,1949,没後１５０年を記念した１９７４年の計４回発行された。また１９９０年
[プラハの春］で放映されたチェコ国立放送局制作によるスメタナの生涯を描いた
ドキュメントタッチの映画は，英語のナレイションによるものだが，題名は『チェ
コ音楽の父』である。ＮＨＫによる日本語の題名は『切手になった偉人，スメタナ」
に変わっていた)。
終わりに
ベルリンの壁崩壊後１０年経って思うことは，壁の崩壊当時の東西両ドイツ人の
歓喜する様子を映像を通して見，共感したものだが，今日|日東ドイツ人が大学その
他職場でもオッシー（ドイツ語のオスト〈東〉に由来する東の人の意）として差別
されるという現実を知って，自由とは何なのかと改めて問わざるを得ない。
そこで思い出されるのが，エーリヒ・フロムの「自由からの逃走』Escape
fromFreedomである。－時はベルトセラーにまでなった本であるが，今日はほ
とんど問題にされていない。これは端的に言えば，ドイツ人論である。なぜドイツ
人は，そして特に如何なる階層が積極的にせよ，消極的にせよ，ナチを支持したの
か，それを社会心理学者が歴史的に論じたものと言ってよいだろう。
今回のドイツの統一を考えるに当たり，やはりフロムの「自由の多義性」につい
てもう一度考えるときではないかと思う。フロムの言うとおり，「～からの自由」
２１ 
は喜びに満ちているが「～への自由」は選択の自由である。その選択が狭まれ，あ
るいは否定されたとき問題が起こる。壁の崩壊により自由の喜びに歓喜した人々も，
選択の自由を拘束され，「～する自由」を奪われることもあるとは予想もしなかっ
たのであろうか。であるから，「自由から逃走」するとは言わないが，最初に出版
された時の題目は「自由のおののき」FearofFreedomであった。解放されたこ
との余りの嬉しさに，まさにこの「～する自由」の難しさを考える余裕がなかった
のであろう。それはドイツだけの問題ではなく，「坊主が僧けりや架裟まで憎い」
でレーニンの像を片っ端から破壊した国にも，同じ傾向が見えている。それが共産
党の復権につながるのである。ドイツではネオ・ナチズムの台頭となる。
８月の末か９月の初めにＮＨＫのテレビでバルト三国の一つラトビア共和国の国
を挙げての合唱祭の模様を放映していた。女性は特に美しい華やかな民族衣装をつ
け大合唱を繰り広げていた｡４年に１度の祭典だそうである。そこで歌われていた
のが「祖国の歌』であったのが印象に残っている。ラトヴィアも古い歴史をもつ地
域であるが，長らくソ連の支配下に置かれていて，１９９１年より独立した国である。
振り返ってみて，日本に「わが祖国」とか「祖国の歌」といった題名の歌がある
だろうかと考えてみた。「故郷」という歌はあるが，「祖国」を歌ったものはすぐに
は思い当たらないのである。それは歌われて来なかったからに違いない｡「兎追い
しかの山……」と始まる「ふるさと」は，あくまでもうまれ育った懐かしい自然
の古里なのであって，天皇を頂点に戴き「日の丸」に象徴される国家なのではない。
筆者が海外に出て，学会等で日本を象徴する音楽として，彼らが知っている音楽は
多くの場合「さくらさぐら」なのである。一番親しまれている日本の歌なのかもし
れないと思う。それはわれわれ日本人が日本を思うときにイメージする歌というよ
りも，他の国のひとが日本についてもつイメージなのではないかと思う。それはメ
ディアを通じて，あるいは特殊な機会をへて作られ伝わったものであろう｡以上の
ように，われわれ日本人には「わが祖国」という歌はないのである。
例えば，われわれがフランスについてもつイメージ，あるいはフランスを象徴す
るものは何だろうか。エッフェル塔であり，香水，ファッション，そしてフランス
の国歌『ラ．マルセイエーズ』などである。１９世紀からフランスを象徴するもの
として，一般に音楽家は『ラ･マルセイエーズ』を使っていたと思う｡１９世紀Ｒ
シューマンが歌曲「二人の榔弾兵』（ハイネ詩）に，またチャイコフスキーが『序
曲1812年』に『ラ･マルセイエーズ』を引用することで，フランスを象徴的に表
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現しているのは，すでに記号化されていたことを示すものであろうが，フランス人
自身が自らのアイデンティティとして『ラ・マルセイエーズ』を歌うであろうか。
そして「わが祖国」という歌を……。それはメディアを通じて，あるいは特別な機
会をへて作られ伝わったものであろう。その意味では，われわれ日本人と変らない
のではないか。
２０００年のカウントダウンでＢＢＣインターナショナルが映し出した各地の映像
では，フランスはパリのエッフェル塔，イギリスはロンドンのテームズ河とロンド
ン・ブリッジ，そしてビッグベンであり，日本は２０００とイルミネイトされた東京
タワーであった。これがステレオタイプ化されたイメージなのである。
ドイツでも１９世紀の学生歌には『わが祖国」あるいは『祖国の歌』と題する歌
がよく歌われていた。それでは「祖国のためには命を捧げる」と歌っている。それ
はドイツ統一運動の時代とも符合する。ある目的のためにその地域に住む人達が一
丸となって団結を必要とするような場合に歌われている｡そしてその地域が他の権
力によって，概ね異なる言語圏の権力により抑圧されているとか，支配されていて，
それから解放されたいという機運が高まったときに作られ，歌われているように思
う。ラトヴィアの例もそうであろうし，ボヘミアのスメタナの場合もそうであっ
た。
ドイツ統一運動とドイツ人の民族意識との関わりについて，特にグリム兄弟がド
イツ語辞典と民話を編纂したこと，またＲ・ヴァーグナーがオペラの世界で果たし
た役割について言及しないわけにはいかないであろうから，多少は後述する予定で
ある。
今回のベルリンの壁崩壊とは直接関係なかったイタリアおよびハプスブルク帝国
の宗主国だったオーストリアについては後述の予定である。
イタリアでのリソルジメントでは直接「わが祖国」でも「祖国の歌」でもなく，
検閲を逃れるために時代と地域を遥か遠い過去と地域に移して，比噛的に表現した
歌が歌われた。その表現の仕方に違いはあるが，思い出されるのは山であり河011）
であり，森や花なのでり，住みｉ償れたわが家なのである。
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